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固
定
資
産
課
税
台
帳
を

お
見
せ
し
ま
す

3
月
1
日
か
ら
3
月
2
0日
ま
で

平
成
2
年
度
固
定
資
産
課
税
台

帳
を
、
市
役
所
税
務
課
・
通
・
俵

山
支
所
で
お
見
せ
し
ま
す
。

あ
な
た
の
固
定
資
産
の
内
容
に

つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
よ
く
ご
覧

く
だ
さ
い
。

な
お
、
台
帳
を
ご
覧
に
な
っ
て

評
価
額
等
に
不
服
が
あ
る
場
合
は

次
の
場
合
に
限
っ
て
、
審
査
の
申

出
が
で
き
ま
す
。

不
服
の
申
出
が
で
き
る
の
は
、

昭
和
6
4年
1
月
1
日
か
ら
平
成
元

年
1
2月
3
1日
ま
で
に

①
土
地
等
に
地
目
の
変
更
が
あ

っ
た
時

②
家
屋
に
新
築
・
増
築
が
あ
っ

た
時

審
査
の
申
出
は
、
3
月
3
1
日
ま

で
に
、
長
門
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
に
対
し
て
、
文
書
で
行

い
ま
す
。
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

ご
遠
慮
な
く
固
定
資
産
税
係
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
税
務
課
固
定
資
産

税
係

内
線
1
2
5
・
1
2
6

寝
具
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
を

申
し
込
み
は
地
区
の
民
生
委
員
に

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
や
、
1

人
ぐ
ら
し
の
お
年
寄
り
が
毎
日
使

用
す
る
敷
き
ふ
と
ん
、
掛
け
ふ
と

ん
、
枕
な
ど
の
寝
具
を
専
門
業
者

に
委
託
し
て
丸
洗
い
し
、
殺
菌
・

乾
燥
し
て
清
潔
に
し
ま
す
。

ふ
と
ん
の
受
渡
し
は
、
家
庭
奉

仕
員
が
手
伝
い
ま
す
の
で
、
1
人

ぐ
ら
し
の
お
年
寄
り
で
も
安
心
し

て
利
用
出
来
ま
す
。

寝
具
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
出

来
る
対
象
者
や
利
用
方
法
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
対
象
者

・
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り

・
寝
た
き
り
状
態
の
身
体
障
害

者
・
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
1
人
ぐ
ら
し
の
お
年
寄
り

・
申
込
み
方
法

2
月
2
5日
ま
で
に
、
地
区
の
民

生
委
員
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
実
施
日
　
3
月
7
日
水

3
月
8
日
木

・
利
用
料
　
無
料

問
合
せ
先
　
社
会
福
祉
協
議
会

内
線
2
1
5

ふかふかふとんで

快 適 に

個人情報保護法
個人の「権利利益」を
保護するための法律です

国
の
行

政
の
機
関

で
は
、
自

動
車
や
運

転
免
許
を

持
っ
て
い

る
人
、
年

金
を
受
給

し
て
い
る

人
、
郵
便

貯
金
を
し

て
い
る
人
、

そ
の
他
多

く
の
人
の

情
報
を
コ

ン
ピ
ュ
ー

タ
で
処
理

し
、正
確
、

迅
速
、
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
努
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ど
ん
な
こ
と
が
記
録

さ
れ
て
い
る
の
か
、
何
の
た
め
に

必
要
な
の
か
、
他
の
目
的
に
使
わ

れ
た
り
、
外
部
に
も
れ
た
り
、
誤
っ

て
記
録
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な

い
の
か
…
…
…
、
こ
う
い
う
疑
問

や
不
安
を
持
つ
人
も
い
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
疑
問
や
不

安
を
解
消
す
る
た
め
に
、「
個
人

情
報
保
護
法
」（
行
政
機
関
の
保

有
す
る
電
子
計
算
機
処
理
に
係
る

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
）

が
平
成
元
年
1
0月
1
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
簡
単
に
い
え
ば
、

国
の
行
政
機
関
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
処
理
し
て
い
る
個
人
情
報
の
取

扱
い
に
つ
い
て
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、

個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

Ｏ
開
示
請
求
や
訂
正
の
申
出
は

平
成
2
年
秋
に
ス
タ
ー
ト

個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る

と
は

Ｑ
「
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す

る
」
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
う

い
う
こ
と
で
す
か
。

Ａ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
さ
れ
て

い
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
の
ル

ー
ル
を
定
め
、
①
個
人
の
情
報

が
も
れ
た
り
、
誤
っ
た
情
報
で

誤
っ
た
判
断
が
な
さ
れ
る
な
ど

の
不
利
益
を
防
止
す
る
こ
と
。

②
自
分
の
情
報
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど

で
す
。

Ｑ
自
分
の
情
報
の
内
容
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
か
。

Ａ
法
律
で
除
外
さ
れ
て
い
る
場
合

を
除
き
、
開
示
の
請
求
を
行
い
、

自
分
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
も
し
、
そ
の
情
報
が

誤
っ
て
い
た
り
、
不
完
全
で
あ

っ
た
と
き
は
、
訂
正
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
個
人
情
報
の
開
示
請
求
・

訂
正
の
申
出
は
、
平
成
2
年
秋

か
ら
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

☆
問
合
せ
先

山
口
行
政
監
察
事
務
所

0
8
3
9
⑩
1
5
9
0

所
得
税
・
消
費
税

の
申
告
と

納
付
期
限
は
？

今
年
か
ら
消
費
税
の
確
定
申
告

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
申
告
と
納

付
期
限
は
所
得
税
の
期
限
と
は
異

な
っ
て
い
ま
す
。

所
得
税
は
、
3
月
1
5日
、
個
人

事
業
者
の
方
の
消
費
税
は
4
月
2

日
で
す
。

期
限
を
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

2
月
2
6
日
防
府
市
ウ
ィ
ン
ス
タ
ー
2
1

山
口
県
で
は
、
こ
の
度
、
国
土

庁
、
コ
ア
ポ
リ
ス
2
1プ
ラ
ン
推
進

協
議
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
地
域
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

日
時
　
平
成
2
年
2
月
2
6
日
月

午
後
1
時
か
ら

場
所
　
防
府
市
八
王
子
2
丁
目

1
2
9
4
-
4
　
ウ
ィ
ン

ス
タ
ー
2
1（
県
立
中
央
病

院
跡
）

内
容

・
基
調
講
演

１
演
題
「
い
ま
、
何
故
、
地
方

中
核
都
市
か
」

２
講
師
　
井
原
哲
夫
（
慶
応
義

塾
大
学
教
授
）

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

１
テ
ー
マ
「
地
方
中
核
都
市
の

形
成
を
め
ざ
し
て
」

問
合
せ
先
　
地
域
振
興
課
地
域
政

策
班

0
8
3
9
⑩
3
1
1
1



声援をうけて
1 月28 日

第36回長門市民駅伝大会
男 子 ス タ ー ト10 :  20

男 子 コ ー ス

女 子 コ ー ス

大湊バス停 折返し点

男子
1 区3. 8km

通漁協

男子2 区4. 0km

市 営 駐 車 場

女 子11 :  00

スタート
女 子1 区

2. 6km

大 日 比
バ ス 停

男子3 区3. 1km

大 日 比 漁 港男 子4 区
2. 5km

女子2 区
1. 9km

大泊駐車場

女 子3 区
1. 5km

仙崎漁協

男子5 区3. 3km

白 潟 漁 港

女 子4 区
1. 7km

女子5 区
1. 8km

ヤマ ネ
鉄 工

女子6 区
2. 3km

男 子6 区
4. 1km

市 役 所

ゴ ール

出 場 チ ー ム （成績順）
中学男子の部　　○ はオープン参加
①深川中Ａ　②仙崎中Ａ　③深川中Ｂ
○ 深川中Ｈ　④通中Ａ　④深川中Ｇ
⑤仙崎中Ｂ　⑥深川中Ｃ　⑦俵山中Ａ
⑧通中Ｂ　⑨大畑分校Ａ　⑩仙崎中Ｃ
⑪俵山中Ｂ　⑫通中Ｃ　⑬大畑分校Ｂ
高校男子の部
①大津高　②水産高　③長門高
中・高校女子の部
①深川中Ａ　②仙崎中Ａ　③大津高
④深川中Ｂ　⑤俵山中Ａ　⑥大畑分校
Ａ　⑦仙崎中Ｃ　⑧仙崎中Ｂ　⑨通中
○ 日置農高　⑩俵山中Ｂ　⑪長門高
⑫大畑分校Ｂ
一般1 部の部
①深川養鶏Ａ　②消防本部　③水高教
員Ａ　④小学教員Ｂ　⑤大津高教員
⑥長門保線区
一般2 部の部
①北浦クラブ　②中学教員Ａ　③長門
土木Ａ　④長門ラグビーＡ　⑤仙崎漁
協　⑥とびうお　⑦深川小教員　⑧水
高教員Ｂ　⑨日ポリ走ろう会　⑩俵山
農協　⑪長門運転区　⑫商青会　⑬中
電長門　⑭クラブ野球　⑮小学教員Ａ
⑯広域行政事務　⑰市役所水道課　⑱
大工燃料　⑲藤辰商店　⑳海上保安部
21黒瀬港湾　22長門ニット　23深川農
協Ａ　24中学教員Ｂ　25長門ラグビー
Ｂ　26深川農協Ｂ　27大畑走ろう会
28和っこクラブ　29深川養鶏Ｂ　30法
務局　31長門市駅　32長門土木Ｂ
行政区の部
①俵山東　②三ケ村　③青海島　④渋
木　⑤下郷　⑥通　 ⑦Ｓカルゴ河原
一般女子の部
①俵山ウィング　②市役所めだか　③
深川養鶏Ｃ　④小学教員　 ⑤深川農協

こ
ど
も
に
夢
を
！

「
創
作

童
話
コ
ン
テ
ス
ト
」

募
　

集

山
口
県
内
の
名
物
や
言
い
伝
え
、

風
習
等
を
ヒ
ン
ト
に
制
作
し
た
、

子
ど
も
た
ち
に
夢
や
希
望
を
与
え

る
創
作
童
話
を
募
集
し
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
・
内
容

テ
ー
マ
に
そ
っ
た
趣
旨
の

も
の
で
あ
れ
ば
自
由

条
件
　
縦
・
横
書
き
の
原
稿
用
紙

を
使
用
し
、
5
0
0
字
以

上
4
、
0
0
0
字
以
内

資
格
　
山
口
県
に
関
心
の
あ
る
人

締
切
　
3
月
5
日
月

応
募
・
問
合
せ
先

〒
7
5
3山口
市
滝
町
1
の
1
　
山
口

県
企
画
部
ふ
る
さ
と
づ
く
り

推
進
室
内
　
山
口
県
ふ
る
さ

と
づ
く
り
県
民
会
議
「
創
作

童
話
コ
ン
テ
ス
ト
」
係

a
0
8
3
9

⑩
3
1
1
1

内
2
3
6
0

・
2
3
6
1

内
　
山
　
有
　
佳
ち
ゃ
ん

（
4
歳
7
か
月
）

（
通
1
0区
）

い
つ
も
1
つ
違
い
の
お
兄
ち
ゃ

ん
と
、
ケ
ン
カ
を
し
て
泣
か
さ

れ
て
い
ま
す
。
4
月
か
ら
保
育

園
で
が
ん
ば
っ
て
ね
。

（
母
　
さ
と
み
さ
ん
）



私
達
は
日
頃
か
ら
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
無
理
を
し
、
自
分

の
体
を
痛
め
て
い
ま
す
。
目
に
見

え
る
部
分
で
あ
れ
ば
す
ぐ
手
当
て

も
で
き
ま
す
が
、
見
え
な

い
と
こ
ろ
は
そ
う
も
い
き

ま
せ
ん
。
何
ら
か
の
症
状

が
で
て
初
め
て
体
の
異
常

に
気
が
っ
き
、
そ
の
時
に

は
す
で
に
手
遅
れ
だ
っ
た

…
と
い
う
こ
と
も
少
な
く

な
い
の
で
す
。
3
0・
4
0歳

か
ら
の
働
き
盛
り
に
多
い

成
人
病
も
そ
の
一
つ
で
す
。

昭
和
6
3年
の
平
均
寿
命

は
男
性
7
5
.
5
歳
女
性
8
1
.
3
歳

と
1
0
0
歳
ま
で
生
き
る
こ
と

も
、
も
う
夢
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
健
康
で
長

生
き
す
る
の
は
大
変
な
こ

と
で
す
。
健
康
の
大
切
さ

は
患
っ
て
み
て
初
め
て
わ

か
る
も
の
。
で
も
そ
れ
で
は
遅
す

ぎ
ま
す
。
“
後
悔
先
に
立
た
ず
”

に
な
ら
ぬ
よ
う
、
日
頃
か
ら
自
分

の
体
を
い
た
わ
り
ま
し
ょ
う
。
そ

の
た
め
に
も
、
健
康
診
査
・
人
間

ド
ッ
ク
等
利
用
し
、
健
康
の
確
認

を
年
1
回
は
行
い
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
、
市
が
実
施
し
た
健
康

診
査
の
受
診
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

健
康
確
認
の
機
会
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
検
査
機
関
に
よ
っ
て

検
査
項
目
、
内
容
、
方
法
等
、
多

少
異
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
確
か

め
た
う
え
で
、
気
軽
に
利
用
し
て

下
さ
い
。

平成元年 度　健康診査受診状況 単位：人

基　本
健　診

肺がん
検　診

胃がん
検　診

子宮がん
検　　診

乳がん
検　診

通 242 163 272 127 73

仙　崎 356 698 670 326 243

深　川 760 1, 3 8 7 1. 117 6 19 444

渋　木 74 207 87 61 37

俵　山 202 403 252 96 56

長門市 1, 6 3 4 2, 8 5 8 2, 3 9 8 1, 2 2 9 853

林檎畑

七
つ
の
星
の
そ
の
し
た
の
、

誰
も
知
ら
な
い
雪
國
に
、

林
檎
ば
た
け
が
あ
り
ま
し
た
。

垣
も
む
す
ば
ず
、
人
も
ゐ
ず
、

な
か
の
古
樹
の
大
枝
に
、

鐘
が
か
か
つ
て
ゐ
る
ば
か
り
。

ひ
と
つ
林
檎
を
も
い
だ
子
は
、

ひ
と
つ
お
鐘
を
な
ら
し
ま
す
。

ひ
と
つ
お
鐘
が
ひ
び
く
と
き
、

ひ
と
つ
お
花
が
ひ
ら
き
ま
す
。

七
つ
の
星
の
し
た
を
行
く
、

馬
橇
の
上
の
旅
び
と
は
、

と
ほ
い
お
鐘
を
き
き
ま
し
た
。

と
ほ
い
そ
の
音
を
き
く
と
き
に
、

凍
つ
た
こ
こ
ろ
は
と
け
ま
し
た
、

み
ん
な
泪
に
な
り
ま
し
た
。

「
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局

み
す
ゞ
全
集
よ
り
」

な が と 歴 史 散 歩

第32

回

板
持
が
先
祖
の
地

児

玉

花

外

明
治
大
学
校
歌
「
白
雲

な
び
く
」
の
作
詩
で
知
ら

れ
る
児
玉
花
外
（
こ
だ
ま

か
が
い
）
は
、
郷
土
ゆ
か

り
の
詩
人
で
あ
る
。

児
玉
家
は
、
萩
藩
士
・

山
内
家
の
家
来
。
い
ま
も

西
深
川
板
持
に
「
児
玉
屋

敷
」
の
地
名
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

花
外
の
父
、
精
斉
は
こ
の
地

に
住
ん
で
い
た
が
、
わ
け
あ
っ

て
、
京
都
に
出
て
医
学
を
学
び
、

開
業
医
と
な
っ
た
。

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
、

花
外
（
本
名
・
伝
八
）
は
京
都

で
生
ま
れ
た
。

そ
の
後
、
熱
血
詩
人
と
し
て

世
に
知
ら
れ
た
花
外
が
、
生
涯

に
一
度
、
先
祖
の
地
を
訪
れ
た

の
は
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
、

五
十
歳
の
春
で
あ
っ
た
。
こ
の

年
、
国
鉄
・
美
祢
線
が
全
通
、

正
明
市
駅
（
い
ま

の
長
門
市
駅
）
が

営
業
を
始
め
た
。

花
外
は
何
の
前

ぶ
れ
も
な
く
、
血

縁
の
あ
る
三
隅
村

の
白
藤
董
氏
（
現

在
、
山
口
市
在
住
）

の
宅
に
や
っ
て
き
た
。
そ
れ
か

ら
二
か
月
あ
ま
り
、
花
外
は
、

お
も
に
湯
本
温
泉
の
秋
山
六
角

堂
に
滞
在
し
た
。
当
時
の
湯
本

は
、
ま
だ
ワ
ラ
屋
根
の
多
い
田

舎
温
泉
で
あ
っ
た
。

花
外
は
好
き
な
酒
に
ひ
た
り
、

周
辺
の
名
所
旧
跡
を
め
ぐ
っ
て

多
く
の
詩
を
作
っ
た
。
郷
里
の

人
か
ら
も
大
い
に
歓
待
さ
れ
た
。

花
外
の
晩
年
は
孤
独
で
あ
っ

た
と
い
う
。
昭
和
十
八
年
、
東

京
の
施
療
病
院
で
六
十
九
年
の

生
涯
を
終
え
た
。

花
外
の
詩
碑
「
青
海
島
」
が

湯
本
・
大
寧
寺
境
内
、「
深
川

富
士
」
が
花
尾
山
頂
に
あ
る
。

ま
た
、
花
外
の
作
詩
し
た
「
通

小
学
校
校
歌
」
は
、
い
ま
も
歌

い
つ
が
れ
て
い
る
。

大
寧
寺
に
は
、
分
骨
に
よ
る

花
外
の
墓
も
あ
る
。
　
（
良
）花外と大寧寺境内の詩碑

（
投
稿
）・
長
門
市
郷
土
文
化
研
究
会

表
紙
の
説
明

2
月
3
日
は
節
分
の
日
。
向
陽

保
育
園
で
は
毎
年
こ
の
日
、
泣
き

虫
鬼
、
い
じ
わ
る
鬼
、
病
気
鬼
を

退
治
し
て
、
強
い
子
よ
い
子
に
な

る
よ
う
に
と
、
豆
ま
き
行
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
で
つ
く
っ
た
鬼
の
面

を
か
ぶ
り
、
大
き
な
鬼
に
向
っ
て

1
人
が
、「
鬼
は
そ
と
、
福
は
う

ち
」
と
豆
を
ぶ
っ
け
ま
し
た
。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
み
ん
な
元

気
よ
く
大
き
な
声
で
は
じ
め
ま
し

た
。
福
の
神
が
や
さ
し
く
見
守
っ

て
い
ま
し
た
。

市 の人口（2 月1 日現在）

面　積　152. 29k㎡
人　 口　26, 824 人　 （ －5 ）

男　　　12, 578人　( - 17  )

女　　　14, 246人　　( +12  )

世帯数　8, 590 世帯（ －9 ）

（　 ）は前月比

今月の納税

固定資産税

第4期

納期 2 月28 日
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